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This World Autism Awareness Day, we celebrate the inherent dignity and worth of 

all autistic people. 

 

The Convention on the Rights of Persons with Disabilities makes it clear that all of 

us, regardless of neurodiversity or other differences, are members of the human 

family, entitled to enjoy the entire range of human rights. Yet in turbulent times, 

harmful stigmas are resurfacing and eroding the progress we have made towards 

inclusion and equality. 

 

Like anyone else, autistic people should be able to shape their own lives — and 

help to shape our shared future. They bring talents, perspectives and contributions 

that make the world a better place. 

 

Through equal education, fair employment, and accessible health systems, we can 

ensure that autistic people have the opportunities they deserve to participate and 

thrive. 

 

Embracing diversity strengthens us all. Today and every day, let us reaffirm our 

common humanity and renew our commitment to a more inclusive world for all. 

 

*** 



国際連合事務総長メッセージ 

世界自閉症啓発デーによせて 

2026 年 4 月 2 日 

 

 

この世界自閉症啓発デーにあたり、私たちはすべての自閉症の人々が本来持つ尊厳と価

値を称えます。 

 

障害者の権利に関する条約は、ニューロダイバーシティ（神経多様性）やその他の違い

に関わらず、私たち一人ひとりが人類という家族の一員であり、あらゆる人権を享受する

権利を持つことを明確にしています。しかし、激動の時代の中で、有害な偏見が再び表面

化し、これまでに築いてきた包摂と平等への進歩が損なわれつつあります。 

 

誰もがそうであるように、自閉症の人々も自らの人生を形づくり、そして私たちの共通

の未来を形づくる一員となるべきです。彼らは、世界をより良い場所にする才能、視点、

貢献をもたらしてくれます。 

 

平等な教育、公正な雇用、そして利用しやすい保健医療制度を通じて、自閉症の人々が

参加し、活躍するためにふさわしい機会を確保することができます。 

 

多様性を受け入れることは、私たちすべてを強くします。今日、そして毎日、私たちの

共通の人間性を再確認し、全ての人にとってより包摂的な世界にすることを改めて約束し

ましょう。 

 

 

2026 年 4 月 国連事務総長 アントニオ・グテーレス 

（世界自閉症啓発デー・日本実行委員会事務局による仮訳） 



 


